
　学校
がっこう

給食
きゅうしょく

も家庭
かてい

での食事
しょくじ

も、多
おお

くの人々
ひとびと

の苦労
くろう

や努力
どりょく

によって支
ささ

えられ

　ています。1月
がつ

24日
にち

からの「全国
ぜんこく

学校給食週間
がっこうきゅうしょくしゅうかん

」に合
あ

わせて食
た

べ物
もの

の 　【材料
ざいりょう

　5人分
にんぶん

】

　大切
たいせつ

さや食事
しょくじ

に関
かか

わる人
ひと

たちの思
おも

いについて考
かんが

えてみましょう。 　アガー 11.5ｇ

　水
みず

小さじ4（20㏄）

　上白糖
じょうはくとう

大さじ2と1/2（22.5ｇ）

　豆乳
とうにゅう

200ml

　明治
めいじ

22（1889）年
ねん

、山形県
やまがたけん

鶴岡
つるおか

町
ちょう

（現
げん

・鶴岡市
つるおかし

）の小学校
しょうがっこう

で家
いえ

が 　抹茶
まっちゃ

2ｇ

　貧
まず

しくてお弁当
べんとう

を持
も

ってこられない子
こ

どもたちのために食事
しょくじ

を出
だ

し 　上白糖
じょうはくとう

大さじ２（17.5ｇ）

　たのが日本
にほん

での学校
がっこう

給食
きゅうしょく

のはじまりです。その後
ご

、戦争
せんそう

　水
みず

小さじ2（10㏄）

　による食料
しょくりょう

不足
ぶそく

で一時
いちじ

中断
ちゅうだん

されてしまったものの、戦後
せんご

、

　外国
がいこく

からの援助
えんじょ

物資
ぶっし

で再開することができました。 　【作
つく

り方
かた

】

1.アガーと上白糖
じょうはくとう

を混
ま

ぜたところに水
みず

を加
くわ

え、よく煮
に

溶
と

かす。

2.少
すこ

し温
あたた

めておいた豆乳
とうにゅう

を加
くわ

えてよくかき混
ま

ぜる。

　給食
きゅうしょく

が始
はじ

まった当初
とうしょ

は、子
こ

どもたちへの栄養
えいよう

補給
ほきゅう

が主
おも

な目的
もくてき

でした。 3.抹茶
まっちゃ

と上白糖
じょうはくとう

をよく混
ま

ぜてなじんできたら、水
みず

を加
くわ

えトロトロ

　しかし現在
げんざい

は、栄養
えいよう

バランスのとれた食事
しょくじ

で子
こ

どもたちの心身
しんしん

の発達
はったつ

　にする。

　や健康
けんこう

の増進
ぞうしん

を目指
めざ

しています。そのほか、社会性
しゃかいせい

や協同
きょうどう

の精神
せいしん

、自
し

4.②に③を加
くわ

え沸騰
ふっとう

しない程度
ていど

に加熱
かねつ

しながらかき混
ま

ぜる。

然
ぜん

環境
かんきょう

の尊重
そんちょう

、勤労
きんろう

を重
おも

ん 5.カップに注
そそ

ぎ粗熱
あらねつ

が取
と

れたら冷蔵庫
れいぞうこ

で冷
ひ

やして固
かた

める。

ずる態度
たいど

、食文化
しょくぶんか

や社会
しゃかい

の

しくみについて学
まな

ぶ教育
きょういく

活
かつ

動
どう

の一環
いっかん

となっています。

※参考文献・引用・イラスト：雑誌　【食育フォーラム　2026年1月号】
　　　　　　　　　　　　　　　　　【学校給食　2025年12月号】

1月
がつ

の献立
こんだて

から料理
りょうり

を紹介
しょうかい

＊抹茶
ま っ ち ゃ

豆乳
と う に ゅ う
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